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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：９割以上の学級で「体育が好き」な割合が増えた。

３：８割以上の学級で「体育が好き」な割合が増えた。

２：７割以上の学級で「体育が好き」な割合が増えた。

１：「好き」な割合が７割未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：学級担任全教員が行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：９割の教員（全学級）ができた。

３：７割の教員ができた。

２：６割の教員ができた。

１：６割未満であった。
4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全ての学年で実施した。

３：４つ以上の学年で実施した。

２：２つ以上の学年で実施した。

１：実施しなかった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した

＊保護者アンケート回収数　２７８

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校公開等でセーフティ教室や薬物乱用
防止教室を行い、インターネットによる犯罪
の被害や非行を防止するための啓発を行
う。 １：

４
５％
未満
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○ホームページには各基本情報を掲
載し、定期的に日々の教育活動など
も更新している。アップロードまでの
手順がネットワーク上で行えるように
なったため、積極的に取り組めなかっ
た教員の掘り起こしができた。
○校外宿泊学習等の様子や情報を
緊急メールへ即日に配信しているの
で、今後も継続していきたい。
○学校支援地域本部主催の活動が
充実しており、児童も十分満足してい
る。
●保護者の学校評価の中にもより積
極的なホームページの活用を求める
声が上がっている。更新頻度もさるこ
とながら、紙媒体へのＵＲＬの掲出
や、さらなるコンテンツの充実も課題
である。

〇地域との連携について、若干地域との温度差が感じられる
ので、より良い連携方法の実現に向けて、引き続き地域の
方々とのコミュニケーションに努めて頂きたい。
〇先生方が向上心をもって教育にあたって下さっていることは
すばらしい。集団である以上いじめは必ずあると思うが、重症
化しないよう、学校と地域・家庭と連携を深めていってほしいと
思う。
〇地域との交流は充実した活動がなされています。
〇不登校児童に対する問題意識や対応の仕方の共有理解が
必要では。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

３：

５
０％
以上

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

学校評価（保護者）「学
校と保護者・地域は、
連携をとって教育活動
を行っている」項目のA
評価の割合（％）
（４段階評価）

４：

５
５％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

２：

４
５％
以上

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

１：

４
５％
未満

「東三スタンダード」を校内共通の学習
ルールとして徹底し、学習規律を定着さ
せ、授業の開始終了時刻を守る。
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○校外での研修、研究会の報告を行
う教員が増えてきている。今後はより
多くの教員からの報告が行われるよ
う意識付けていく。
○特別支援教育については、通常学
級における配慮を要する児童への対
応を校外の支援員を交えて組織的に
指導している。該当する児童への理
解をより深めるために、教員間でまた
子ども家庭支援センター、児童相談
所、SSWその他の関係機関と連携し
てきている。
●担任とコーディネーターや指導教
員との連携を密にすること、校内委
員会における情報共有の深化が課
題である。
●各関係者評価や研修、研究を受け
ての授業改善は校内OJT研修等で
行われてきているが、学んだことを授
業の計画段階から生かしたかどう
か、意識化や評価が顕在化していな
い。

〇今後の改善策については、次年度の取り組みでぜひ具体
化して改善して頂きたい。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

３：

５
０％
以上

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

学校評価（保護者）の
結果で「教師は、学力
を身につけさせるため
に指導の工夫をしてい
る。」の「あてはまる」の
項目の割合
（４段階評価）

４：

５
５％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。 ２：

４
５％
以上

体育・健康教育授業地区公開講座、学校公
開、授業観察で体育や保健の授業を実施し、
児童の体力向上や健康に関する意識の啓発を
行う。

１：
３０
人未
満
６
５％
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○全校で取り組んだ「ランランタイム」
の実施は日を追うごとに児童の取組
み方に積極性が見られ、教員側も組
織的指導、共に走る活動を通して大
きな盛り上がりをもって駅伝大会につ
なげられた。
○保護者への生活習慣、健康体力
向上の啓発は体育健康教育地区公
開講座をこれから実施するが、今後
も継続的な呼びかけや指導を伝えて
いく必要があると感じる。
●体力テストの結果については昨年
並みであったため、校内研究とも連
動してさらに取組みの工夫や継続が
必要である。
●特に食育については栄養士と教員
が連携し、学級、学年そして全校的な
取組みを行っていく必要がある。

〇最近、特に運動場、屋上等で縄跳びや駆け回る声が聞こえ
て私も元気になります。
〇朝遊びはとても良いと思う。昔は早く学校へ行って遊ぶこと
は、普通のことであったが、ケガをしたりすることで、学校の責
任を問われる現代において、先生方の負担は増えて大変だと
思うが、ぜひ続けてほしい。
〇ランランタイムはとてもすばらしい。
〇始業前、休み時間、部活および諸行事を通じ、体力づくりに
積極的に取り組んでほしい。嶺町小・千鳥小と比べ、体力・運
動面でやや劣っている。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

３：
４０
人以
上
７
０％

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

朝遊び１２月期の人数

アンケート「外遊びを進
んで行う」児童の割合

４：
５０
人以
上
７
５％

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

２：
３０
人以
上
６
５％

２：

５
５％
以上

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。 １：

５
５％
未満

授業や児童との具体的なかかわりを通して、児
童の自己肯定感を高めるための取り組みをす
る。
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○管理職による朝遊びやあいさつ登
校指導をはじめ、全教職員で個々の
児童を看護し、また生活指導を行っ
ている。
○学校行事や全校朝会、学級では計
画的な指導を行い、学校のきまり、社
会のルールを守るための意義付け意
識付けを行っている。
○道徳授業の確実な実施に向け、週
の計画簿の確認、授業観察、夏季休
業中には研修会を行った。
○どの児童も自己肯定感を高められ
る学校行事、授業、呼びかけを行っ
ている。
●各道徳資料の提供や日常的な道
徳授業の、活性化が図られていない
ので、管理職を交えてその推進を図
ることが課題である。授業の流れ、資
料やワークシートの活用等について
も改善が必要である。
●問題行動を起こす児童、不登校児
への指導については、校内委員会等
を適宜設けて、子ども家庭支援セン
ター、児童相談所、SSWと連携して組
織的に行っているが対応は継続中で
ある。

〇ストレス症状のみられる児童への対応や問題行動・不登校
等への対応については、「おおむね実施」ではなく、１００％実
施・対応を目指して頂きたい。
〇「東三小」の良さを生かし、不登校を少しでも減らしてほし
い。
〇道徳教育に外部からの人材を積極的に活用してみてはどう
か。道徳教育推進教師を講師とした研修や、

国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

３：

６
０％
以上

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

学校評価（保護者）の
結果で「子どもは、学校
生活を楽しんでいる。」
の「あてはまる」の項目
の割合
（４段階評価）

４：

６
５％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：

３
５％
未満

体育科の校内研究の授業研究等を通して、「わ
かる・できる楽しさや喜び感じることのできる」
児童を増やす。

４：

４
５％
以上
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○学習効果測定の結果を受け、面談
を通して児童への指導を行っている。
また学習効果測定に該当しない学年
でも毎学期末に各児童に対しての学
習、学力の状況を伝え指導している。
○学習指導講師による補習学習(土
曜日）では、児童、保護者の希望を
取って進めている。補習学習（平日）
については、教員からの推薦も加味
し、保護者の了解をとって数名の教
員で個別指導を行っている。
○授業改善プランの実施は２学期初
めから行い、特に体育科では校内研
究を通して研究テーマの共通理解を
図り授業改善に努めた。他の教科に
ついても毎月のOJT研修等で、授業
力の向上を図っている。
●ステップ学習チェックシートは学期
に１回保護者に返却している。東京
ベーシックドリル診断シートを活用し
て、一人一人の学習状況を確認して
いる。
●補習の学習指導講師の人材不足
の解消も課題である。

〇補習による学力レベルの向上に今後も取り組んでください。
〇区全体を通して教員不足が深刻化しているようですが、引
き続き人材の確保や若手教員のフォローアップ等により教員
水準が低下しないよう努めてください。
〇社会人に必須な英語の勉強方法を工夫したり、デジタルデ
バイスを取り入れた教育を実施してみてはどうか。

３：

４
０％
以上

２：

３
５％
以上

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

学校評価（保護者）の
結果で「子どもは、学校
の授業で力がついてい
る。」の「あてはまる」の
項目の割合
(４段階評価）

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

２：

６
５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

１：

６
５％
未満

〇児童が自分のよいところを知っている割合が、７５％以上と
いうことはすばらしい。良く下校時間に行き会うが、２～３年前
より子どもたちが、いきいきして見える。
〇スピーチ大会はとても良いと思います。
〇自己表現力を養うためにディベートを実施してみてはどう
か。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

３：

７
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

学校評価（児童）の結
果で「自分のよいところ
を知っている」児童の
割合

４：

７
５％
以上

4

〇担任と外国語教育指導員と役割分
担を明確にして、授業を進めることが
できた。また、「英会話カフェ」を休み
時間に行い、遊び等を通してコミュニ
ケーションの能力の育成を図ることが
できた。
〇「スピーチ大会」や「ものづくり
フォーラム」での発表を通し、発表内
容を考える過程で、論理的な思考力
の育成を図ることができた。また、理
科の授業で実験の予想や振り返りを
充実させることによって、科学的思考
力の育成も図ることができた。
〇電子黒板やタブレットを使った授業
を行い、ICTの授業がより身近なもの
となった。
●体力テストの結果を踏まえて、体
力向上計画を立て、研究と関連させ
ていくことが来年度への課題である。

令和元年度　大田区立東調布第三小学校　自己評価　報告書

＊　学校規模（児童数437名、通常学級数15、通級指導学級3（言語2、弱視１）、特別支援教室1（拠点校）、教員29名）
＊　校内研究：主題「自ら課題を見付け、わかる・できる楽しさや喜びを感じられる児童の育成」　体育科の研究2年目　大田区教育委員会教育研究推進校1年目
＊　特色ある教育活動：○大田区学習効果測定を分析して作成した「授業改善推進プラン」に基づき、授業改善を行い、問題解決的な学習や体験的な学習を積極的に取り入れ、児童の基礎的・基本的学力の向上を推進している。
　○清掃活動を縦割り班で行うなど、異学年と交流を図る活動を実施し、児童相互のよりよい人間関係を育むとともに自主性を培っている。
　○併設の「弱視通級指導学級」「言語障害通級指導学級」「特別支援学級（サポートルーム）」との連携や学校特別支援員の活用、個別指導計画・個別支援計画の活用を通し、特別支援教育を推進している。

大項目 目標 取組内容 取組指標 目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


